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～  あ か し こ ど も 財 団 設 立 に あ た っ て  ～ 

 

 

平成 30年４月１日、明石市は中核市に移行しました。 

新たなステージに立った明石市は、更なる市民サービスの向上に向けて、一人ひ

とりにやさしいまちづくりを加速させています。 

 

中核市への移行に伴い、平成 31 年４月には「こどもを核としたまちづくり」の

集大成として児童相談所が開設され、こどもやその家庭の個々の状況に応じて適切

に支援する仕組みが更に充実されます。 

 

「こどもを核としたまちづくり」により、子育て世帯の負担軽減、困難な状況に

おかれたこどもの早期把握・早期支援、教育環境の整備や学びの支援など、総合的

なこども支援施策が展開されるとともに、これら施策の展開を積極的に進めること

で、住む人も来る人も、生まれてくるこどもも増え、まち全体がにぎわう好循環も

生まれています。 

 

この歩みを、よりこどもに近い目線で、市民、活動団体、企業、行政等が一丸と

なって更に押し進め、確かなものとするため、あかしこども財団は設立されました。 

 

あかしこども財団は、全てのこどもの健やかな育ちを全力で応援します。 

地域みんなでこどもたちを応援する機運を高め、こども支援に関わる人材を掘り

起こすとともに、こども支援活動を行う市民のみなさまを適切にサポートいたしま

す。 

また、地域におけるこども支援活動のニーズを把握・発信しながら、活動団体同

士がつながるネットワークづくりにも取り組みます。 

 

あかしこども財団が、行政による専門的支援と地域によるこども支援活動の連携

の要となることで、こども支援活動の効果を高めるとともに、全てのこどもに寄り

添い、手を差し伸べ、明石市が進める一人ひとりにやさしいまちづくりの一端を担

えるよう、こども目線での積極的な取り組みを進めてまいります。 
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１ 財団の役割 

 財団が地域と行政の連携・協働の要となり、次の３つの役割を果たしながら、こど

も総合支援を推進していきます。 

 

 

２ 財団の事業 

財団はその役割を果たすため、創設年度においては主に４つの取り組みを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 事業方針 

「こども食堂」を全小学校
区に拡げるための取組

こどもが安心して過ごすこと
ができる居場所であり、気に
なるこどもの気づきの拠点で
ある「こども食堂」の開設・運
営に対する助成を行います。
また、運営に携わる方や「こ
ども食堂」を応援する個人、
企業等によるネットワークをつ
くっていきます。

市民によるこども支援
活動を応援する取組

地域みんなでこどもを支援
する基盤づくりのため、地域
で活動する様々なこども・子
育て支援活動やこども夢文庫
などに対する助成を行います。

こども支援に関する
研修やイベントの開催

こども支援に関する研修を
通じて、きっかけづくりやスキ
ルアップ、更には里親への登
録を支援します。
こどもが遊び、学び、楽しめ
る各種イベントを開催します。
イベントに関わってくださる
方を広く市民から募集し、こど
も支援スタートの場にしていき
ます。

子育て応援企業によるこ
ども支援を促進する取組

子育て応援企業と連携し、子
育て応援イベント「子育て応
援メッセ」を開催するなど、企
業等によるこども支援への取
組を促進します

 

こども総合支援推進体制のイメージ

行政

こども・家庭

コミュニティ
創造協会

幼稚園・保育所
認定こども園

地域総合
支援センター

あかしこども財団（仮称）明石こどもセンター
（児童相談所）

こども食堂

子育て支援

連携・協働

あかしこども財団が地域と行政の連携・協働の要となり、こども総合支援を推進

市社会福祉協議会

人材育成地域活動支援

ネットワーク
構築

保健所

生活福祉

母子保健
（子育て世代包括
支援センター）

児童福祉

障害者福祉

高齢者福祉

地域

里親

子育て支援
センター

こども夢文庫

子育て応援企業

こども基金
助成団体

学校

地区社協

放課後児童
クラブ

教育

民生児童委員

ＮＰＯ
ボランティア団体

校区まちづくり
組織

庁内横断の
連携の場を設置

あかしこども財団が核となり、「ネットワーク構築」「地域活動支援」「人材育成」を推進

連携

連携

中間支援組織どうしが連携し地域資源を有効に活用

あかしこども財団と（仮称）明石こどもセンターが連携・
協働し、こども総合支援を強力に推進する体制を確立
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３ 組織体制 

 

理事長 

 

理事（理事長ほか４名） 

寺見 陽子 神戸松蔭女学院大学大学院 教授 

公家 裕 市 教育長 

佐野 洋子 市 こども総合支援部長 

櫻井 久美子 常務理事（兼事務局長） 

 

評議員（７名） 

岩井 義矢 神戸ＹＭＣＡ 理事 

岡本 敬子 国際ソロプチミスト明石会長 

佐藤 美知代 民生児童委員協議会児童福祉専門部会 部会長 

高橋 嗣郎 明石ケーブルテレビ社長 

福井 宣昭 コープこうべ第６地区活動本部本部長 

藤本 政則 立正学園施設長 

松山 清 兵庫県中央地区里親会理事 

 

監事（２名） 

 

事務局員（６名） 

 

 

濱田 純一 東京大学 名誉教授 （あかし市民図書館名誉館長） 

津久井 進 弁護士 

箕作 浩志 市 財務室長 

  

  

  

  

  

  



4 

 

 

 

 

１ こどもの居場所づくり事業 

≪事業費：22,000千円 明石市委託事業≫ 

 

（１）事業概要 

こどもの置かれた状況を早期に把握し、支援が必要なこどもを適時適切に各種行

政サービスや関係機関につなぐため、気づきの地域拠点としての「こども食堂」を、

市内全 28小学校区に設置する。 

 

（２）こども食堂の開設状況（平成 30年３月現在） 

＜開設数＞ 

22か所 

＜小学校区数＞ 

15校区 

松
が
丘 

朝
霧 

人
丸 

明
石 

大
観 

貴
崎 

林 沢
池 

花
園 

谷
八
木 

江
井
島 

大

久

保

南 魚
住 

錦
浦 

二
見
西 

１ １ ２ １ １ １ ２ ３ ２ ２ １ １ ２ １ １ 

 

（３）開設・運営支援 

こどもの居場所づくりを実施する団体等に対し、助成金を交付するとともに、開

設及び運営支援を行う。 

＜助成金＞ 

① 助成額 

 手作りの食事 市販品の提供 

一般 飲食店 一般 飲食店 

運営費助 成（開催１回につき） ２万円 １万円 １万円 １万円 

特 別 助 成（１年度につき） ５万円 ２万円 ３万円 ２万円 

衛生管理助成（受講１人につき） ８千円 ― ８千円 ― 

 

② 助成上限額 

   一般：70万円/１年度 

  飲食店：35万円/１年度   

 

Ⅱ 平成 30 年度実施事業 
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＜開設・運営支援＞ 

こども食堂を開設する団体に対し、マニュアルを提供するとともに、開設までの

必要な一連の手続きを支援する。また、開設後は安定継続した運営ができるよう、

現場に足を運びながら、機動的な支援を行う。 

【支援例】 

開設場所の調整 

地域への周知、つなぎ 

こどもへの広報 

ボランティアの紹介 

食材の提供 

衛生管理の助言 など 

 

（４）人材の掘り起し 

研修会の開催等により、人材育成及び人材の掘り起しを行う。 

＜実施例＞ 

開設準備講座の開催 

研修会、交流会の開催 

 

（５）ネットワークづくり 

全てのこども食堂とサポーターがつながる「明石こども食堂ネットワーク」を立

ち上げ、互いに連携・協力ができる体制を構築する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続的・緩やかな
つながり

＜明石こども食堂ネットワーク＞

こども
食堂

全てのこども食堂のネットワーク

こども食堂同士、こども食堂とサポーターをつなぐ役割

活動場所提供

こども
食堂

こども
食堂

こども
食堂

食材提供、物品提供

手伝い、学習支援

寄付

こども財団
（事務局的役割）

様々な立場のサポーター（個人、事業者等）

 

＜ネットワークの共有事項＞ 

・食材情報 

・イベント情報 

・ボランティア情報 

・各こども食堂が発信したい情報  

・企業等の支援情報 など 

※交流会や研修会の開催により連

携を深める。 
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＜参考：こども食堂一覧＞ 

 名称 実施団体 実施場所 

１ 食育ひろばひなた 兵庫子ども支援団体 民家、コープこうべ 

２ 
キャッスルホテルこど

も食堂 
㈱キャッスルホテル 

明石キャッスルホテル内レス

トラン 

３ 花園こどもレストラン 一般社団法人こどもｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 
西明石サポーティングファミ

リー ４ 
はなぞのサポーティン

グランチ 
ボランティアはなぞの 

５ 沢池こどもレストラン 一般財団法人こどもｻﾎﾟｰﾄ財団 弁財天厚生館 

６ 江井島こども食堂 合同会社 E-company わらい屋 

７ こはん食堂 
玄米ごはんとおやつ工房 Ｋｏｈ

ａｎ 
調整中（一度開催） 

８ 
あったか食堂ほっとホ

ット 

神戸医療生活協同組合明石海峡支

部 
朝霧生協会館 

９ 
ほのぼのこどもレスト

ラン 

神戸医療生活協同組合明石ブロッ

ク 
デイサービスほのぼのの郷 

10 錦ヶ浦キッチン 錦浦校区まちづくり協議会 錦浦小学校家庭科室 

11 
アルファステイツ朝霧

丘こども食堂 

アルファステイツ朝霧丘高年クラ

ブ 
マンション集会室 

12 
谷八木こども食堂めぇ

めぇ 
明石障害児サポート団体ＴＯＷＡ 谷八木小コミセン 

13 
きょうどうレストラン

SONO’Sキッチン 
社会福祉法人 協同の苑 協同の苑藤江デイサービス 

14 
子どもコミュニケーシ

ョン食堂 

クッキングスタジオキッチンコミ

ュニケーション 
株式会社鍵庄ランチルーム 

15 
げんきっずサロンＦ＆

Ｔ 

げんきっずサロンＦ＆Ｔボランテ

ィア会 
カーサ汐彩地域交流室 

16 レストランつながり 魚住東地区民生児童委員協議会 魚住市民センター 

17 松が丘こども食堂 
松が丘こども食堂ボランティアグ

ループ 

県営明石松が丘住宅１号棟集

会所 

18 カブスデゴハン カブスデブース 民家 

19 はやしこどもカフェ おーえんくらぶ 林コミセン 

20 コージー 大久保地区社会福祉協議会 大久保コミセン 

21 こどもﾚｽﾄﾗﾝＮＯＮＯ 一般財団法人こどもｻﾎﾟｰﾄ財団 ｸﾞﾗﾝﾒｿﾞﾝｱﾆｰ１階 

22 KaTaKaTaふれあいｷｯﾁﾝ ボランティアグループ アトリエ KaTaKaTa 
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２ 地域活動支援事業 

≪事業費：7,175千円 明石市委託事業≫ 

 

（１）事業概要 

  地域全体で子育てを支援する基盤の形成を図るため、地域で子育て支援活動に取

り組む団体に助成することにより、地域の子育て力の拡大とコミュニティ意識の醸

成を図る。平成 29年度までの明石市こども基金助成事業を、財団の地域活動支援

事業として引き継ぐ。 

 

（２）実施事業 

① 地域活動団体への助成 

② 助成団体の活動報告会の開催 

③ 明石市こども夢文庫への補助金交付 

④ 地域活動支援による取り組みのＰＲ 

⑤ 明石市こども基金への寄附の拡大を図るための募集活動 

 

（３）助成対象 

  児童健全育成や子育て支援活動を直接の目的として、市民グループ自ら主体的、

自主的に計画し、実践していく活動で、継続的に展開されるものを原則とする。 

  児童健全育成活動：地域における児童虐待や青少年非行の防止、早期発見、早期

対応に資する活動 

子育て支援活動 ：地域における次代の親育成の視点からの活動や子育ての不安

や負担感を軽減するための活動 

 

（４）助成コース内容 

コース区分 団体要件 助成金額 

チャレンジ 児童健全育成活

動又は子育て支

援活動を継続的

に実践する市内

に在住する方 5名

以上で構成され

たグループ 

上限 10万円（概ね 10グループ） 

サポート 上限 5万円（概ね 35グループ） 

地域学習支援 上限 20万円（概ね 5グループ） 

地域指定事業 上限 10万円（概ね 2グループ） 

こんにちは赤ちゃん地域交流会 上限 5万円（概ね 4グループ） 

未来のパパ・ママ事業 上限 4万円（概ね 7高等学校） 

多世代・シニア交流 上限 5万円（概ね 2グループ） 

パパいきいき 上限 5万円（概ね 2グループ） 

 

（５）こども夢文庫について 

  市が認定する市内８か所のこども夢文庫について、運営団体に対して助成を行う。 

   助成額  ２０万円×８か所＝１６０万円 

（あさぎり、貴崎、西明石、大久保北、えいがしま、うおずみ、二見北、西二見） 
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３ こども支援人材育成事業 

≪事業費：5,000千円 明石市補助事業≫ 

 

（１）事業概要 

こども支援に携わる人材の掘り起こし・育成を推進するため、研修等の開催、人

材情報の集約等を行う。また、こども支援の現場との連携を図り、地域の支援ニー

ズを把握したうえで、人材の特性に応じた適切なマッチングを行っていく。こども

支援活動を始めようとする市民に対する立ち上げ支援、その後の安定的な運営支援

を行うとともに、地域においてこども支援活動の主体となり得る団体、社会福祉法

人等へ情報提供し、人材、場所、必要となるモノをコーディネートしていく。 

 

（２）実施事業例 

① イベントを通じたこども支援に関わる人材の掘り起こし 

  ・こども向けイベントの開催 

② こども支援の人材育成 

・こども支援ボランティア研修の開催 

③ 活動団体の立ち上げ・活動支援 

・活動団体立ち上げ支援講座の開催 

・活動現場へのマッチング 

③  活動への意欲を持つ団体・個人への情報提供 
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４ 子育て応援企業連携事業 

≪事業費：967千円 明石市委託事業≫ 

 

（１）事業概要 

市が認定するあかし子育て応援企業との連携を進めるとともに、応援企業がＰＲ

ブースを出展する「あかし子育て応援メッセ」を実行委員会形式により開催する。 

こうした取り組みを通じて、企業によるこども・子育て支援への取り組みを促進

し、その活動を広く紹介することにより、安心して子どもを産み育て、子どもが健

やかに育つまちづくりを進める。 

 

（２）実施事業 

①  あかし子育て応援企業連絡会議の開催（年 1回） 

②  あかし子育て応援メッセ実行委員会の開催（年 2回） 

③  あかし子育て応援メッセのＰＲチラシ・ポスターの作成・配布・掲示 

④  あかし子育て応援メッセの会場設営・イベント運営 

 

（３）あかし子育て応援企業の概要 

平成 27年度より、市の新規事業としてあかし子育て応援企業認定事業をスター

ト。子育て支援に関する取り組みを積極的に行っている企業を「あかし子育て応援

企業」として認定することにより、企業による子育て支援への取り組みを促進し、

地域みんなで子育てを応援するまちづくりを進めることを目的としている。 

認定された企業は、市のホームページや情報誌などで取り組みを広く紹介する。

①結婚・妊娠・出産・育児への支援、②地域の子どもへの支援、③子育てしやすい

職場環境づくりの３つの分野の取り組みについて、該当項目のポイント数の合計が

７ポイント以上（従業員１００人以上の企業は１０ポイント）に達すれば、認定を

行う。 

 

 認定企業数：162事業所（平成 30 年 3月末現在） 

 

 ＜あかし子育て応援メッセの開催状況＞ 

年度 開催日 開催場所 来場者数 

平成 27年度 10月 24日（土） アスピア明石 2,900人 

平成 28年度 10月 29日（土） アスピア明石 2,800人 

平成 29年度 11月 18日（土） あかし市民広場 5,000人 
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事業名 予算額（円） 予算概要 

こどもの居場所づくり事業 22,000,000 
こども食堂運営支援に係る経費 

 助成金、使用料、需用費 など 

地域活動支援事業 他 7,175,000 

児童健全育成活動支援、子育て支援活

動支援、こども夢文庫運営支援に係る

経費 

 助成金、需用費、報償費 など 

子育て応援企業連携事業 967,000 

子育て応援企業との連携、子育て応援

メッセ開催に係る経費 

 委託料、需用費、報償費 など 

あかしこども財団運営事業 26,940,000 

財団の運営に係る経費 

 人件費、備品、消耗品、光熱水費、

租税公課 など 

こども支援人材育成に係る経費 

 委託料、報償費、需用費 など 

啓発活動に係る経費 

 委託料、報償費、需用費 など 

合 計 57,082,000  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 平成 30 年度予算 
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（単位：円）

  1. 経常増減の部

    (1)経常収益

      1 事業収益

          事業受託収益 30,142,000 30,142,000 22,000,000 7,175,000 967,000 30,142,000

　　　　　事業収益 0 0 0

　　　　事業収益計 30,142,000 30,142,000 22,000,000 7,175,000 967,000 0 30,142,000

      2 受取補助金等

          受取財団運営補助金 26,940,000 0 26,940,000 26,940,000

      3 受取寄付金

          受取寄付金 0 0 0

      4 雑収益

          受取利息 0 0

          雑収益 0 0 0

         雑収益計 0 0 0 0 0 0 0

       経常収益計 57,082,000 30,142,000 22,000,000 7,175,000 967,000 26,940,000 0 57,082,000

    (2)経常費用

      1 事業費

　　　　　役員報酬 3,460,000 0 3,460,000 3,460,000

　　 　　 賃金手当 11,900,000 5,900,000 5,900,000 6,000,000 11,900,000

　　　　　法定福利費 5,550,000 4,390,000 4,390,000 1,160,000 5,550,000

          福利厚生費 190,000 110,000 110,000 80,000 190,000

          会議費 50,000 0 50,000 50,000

          弁償金 50,000 0 50,000 50,000

          旅費交通費 260,000 60,000 20,000 20,000 20,000 200,000 260,000

　　　　  交際費 40,000 0 40,000 40,000

          通信運搬費 460,000 60,000 20,000 20,000 20,000 400,000 460,000

　　　　  什器備品費 800,000 0 800,000 800,000

　　　　  消耗什器備品費 0 0 0

          消耗品費 1,037,000 187,000 90,000 60,000 37,000 850,000 1,037,000

　　　　　助成金 16,260,000 16,260,000 10,000,000 6,260,000 16,260,000

          修繕費 200,000 0 200,000 200,000

          印刷製本費 1,150,000 150,000 50,000 50,000 50,000 1,000,000 1,150,000

          燃料費 180,000 30,000 10,000 10,000 10,000 150,000 180,000

          光熱水料費 530,000 30,000 10,000 10,000 10,000 500,000 530,000

          賃借料 1,060,000 60,000 20,000 20,000 20,000 1,000,000 1,060,000

          保険料 190,000 90,000 50,000 20,000 20,000 100,000 190,000

          諸謝金 450,000 150,000 50,000 50,000 50,000 300,000 450,000

          租税公課 3,980,000 1,980,000 1,200,000 600,000 180,000 2,000,000 3,980,000

          支払負担金 100,000 0 100,000 100,000

          委託費 8,500,000 500,000 500,000 8,000,000 8,500,000

          雑費 685,000 185,000 80,000 55,000 50,000 500,000 685,000

　　　 経常費用計 57,082,000 30,142,000 22,000,000 7,175,000 967,000 26,940,000 0 57,082,000

     当期経常増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

  2. 経常外増減の部

    (1)経常外収益

       経常外収益計

    (2)経常外費用

       経常外費用計

     当期経常外増減額

     当期正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

　　 正味財産期首残高 0 0

     正味財産期末残高 0 0 0

法人会計

（補助事業）
前年度予算 増　減

　平成30年度収支予算書（損益計算方式）

平成30年5月1日から平成31年3月31日まで

科　　目 予算合計
委託事業

合計

こどもの居場所づくり

事業

地域活動

支援事業

子育て応援企

業連携事業

 

議案第３号 


